
本工法によるメリット

・対象範囲の生物を全て捕獲することから

 定量的で精度の高い調査結果が得られる。

・透視度等の水中環境に影響されにくい。

・海藻類の現存量を定量的に把握できる。

・生物の逸脱が少ない。

・海藻類の陰影に隠れる生物の観察が難しい。

・調査員の技量による影響が大きい。

・透視度等の水中環境の影響が大きい。

目視観察による問題点

捕獲された生物 ガラモ場（アカモク）

参考文献：藤澤真也 他 かぶせ網を利用したガラモ場における小型魚類の保護育成機能の評価手法の開発 ,

　　　　　海洋開発論文集 ,Vol.24,pp.789-794,2008

かぶせ網による海洋生物の定量調査方法

　ホンダワラ類やアマモなどによる藻場には、魚類の稚魚

をはじめ多くの生き物が生息することが知られていますが、

その効果を正確に把握することはなかなか難しいことです。

当社が開発した「かぶせ網による海洋生物の定量調査方法」

では、これまで主として目視観察で行われてきた

調査に比べ、精度高く藻場に生息する生物につい

て把握することが可能になりました。
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作業の状況

平成 27年度 中国地方発明表彰 発明奨励賞　受賞
営 27-068

※ 大正 10 年に開始した地方発明表彰は、実施されている

優れた発明、考案又は意匠を生み出した技術者・研究開発

者を顕彰するものです。（公益社団法人 発明協会H.P.より）

　平成 27年 11月 5日（木）セントコア山口（山口県山口市）
にて開催された、平成 27年度中国地方発明表彰（主催：（公社）
発明協会、後援：文部科学省・特許庁・中小企業庁ほか）において
「かぶせ網による海洋生物の定量調査方法（特許第 4445440 号）」
[ 岡山県発明協会 ]が「発明奨励賞」を受賞しました。
（受賞者：海洋建設㈱　藤澤真也・片山貴之・田原実・片山敬一）
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